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●
武
家
株
売買
の
社
会
的
背
景

0尾
張藩
御
用
株
の
買
収

④

吉田
清
助
の
家
産
相
続

［論文
要
旨
］

　近
世
史
研
究
に
あ
っ
て
身
分
制
度
に
つ
い
て
は
、
長
く
硬
直
的
な
理
解
が
つ
づ
い
た
。
士
農
工
商
　
　
　
　
段
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
多
く
は
買
い
手
が
売
り
手
の
家
の
養
子
と
な
っ
て
継
嗣
す
る
た
め
、
売
り

の身
分
制
度
が
厳
し
く
守
ら
れ
、
特
に
武
士
と
百
姓
・
町
人
間
の
身
分
移
動
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
　
　
　
手
側
の
借
金
の
有
無
、
扶
養
家
族
の
有
無
に
よ
っ
て
金
額
、
支
払
い
手
続
き
に
様
々
な
工
夫
が
な
さ

の

が通
説
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
。

　し
か
し
、
村
落
史
、
都
市
史
研
究
の
進
展
の
中
か
ら
家
や
家
族
史
研
究
の
深
化
に
よ
っ
て
、
身
分
　
　
　
　
　
荷
も
御
家
人
株
と
は
い
え
、
幕
臣
の
一
翼
を
担
い
、
そ
れ
な
り
の
由
緒
を
誇
り
に
世
襲
を
原
則
と

間
移
動
を
示
す
史
料
の
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
武
家
が
、
金
銭
に
よ
っ
て
売
買
、
取
り
引
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ま
ず
驚
か
さ
れ
る
。
こ
の
よ

　本
稿
が
取
り
上
げ
る
北
関
東
上
州
の
在
郷
町
桐
生
新
町
の
織
屋
吉
田
家
に
江
戸
の
武
家
株
売
買
、
　
　
　
う
な
事
実
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
か
、
幕
藩
体
制
の
内
実
を
揺
る
が
す
事
態
で
は
な
い
の

譲渡
に
関
す
る
数
点
の
文
書
を
見
出
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
。

　吉
田
家
で
は
武
家
株
を
買
収
し
て
武
家
身
分
に
上
昇
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
巨
大
　
　
　
　
先
祖
伝
来
の
武
家
身
分
を
株
と
し
て
売
っ
て
も
生
計
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
窮
迫
せ
る
武
士
と
、

政治
都
市
江
戸
に
生
ま
れ
て
い
た
武
家
株
売
買
の
状
況
を
示
す
実
に
貴
重
な
情
報
史
料
で
あ
る
。
　
　
　
　
経
済
的
な
実
力
を
背
景
に
金
に
も
の
を
い
わ
せ
て
由
緒
あ
る
武
家
身
分
を
手
に
い
れ
よ
う
と
す
る
町

　売
り
物
と
し
て
登
場
す
る
武
家
株
は
、
「
矢
の
根
と
ぎ
御
用
達
」
（
蔵
前
取
五
九
俵
）
代
金
六
五
〇
　
　
　
　
人
・
百
姓
身
分
が
存
在
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

両
、
打
物
御
用
達
（
三
〇
人
扶
持
）
一
二
五
〇
両
の
二
株
で
あ
る
。
ま
た
、
何
百
、
何
千
両
の
大
金
　
　
　
　
近
世
の
身
分
の
内
実
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
幕
藩
制
の
総
体
の
理
解
に
か
か
わ
っ
て
武
家
株
売

が動
く
売
買
譲
渡
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
詳
細
な
取
り
決
め
を
定
め
て
お
り
、
紛
争
を
回
避
す
る
手
　
　
　
　
買
の
実
態
は
究
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

4
7
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上
野
国
の
機
業
町
在
郷
町
桐
生
の
か
つ
て
織
屋
で
あ
っ
た
吉
田
家
の
所
蔵
資
料
の

内
に
江
戸
の
武
家
株
売
買
に
つ
い
て
メ
モ
さ
れ
た
文
書
が
何
故
か
残
さ
れ
て
い
る
。

武
士

と
百
姓
・
町
人
間
の
身
分
差
別
が
厳
と
し
て
存
在
し
た
と
さ
れ
る
近
世
社
会
に

あ
っ
て
の
血
縁
に
よ
る
家
世
襲
を
原
則
と
す
る
幕
府
の
家
臣
た
る
武
家
の
相
続
が
株

と
な
っ
て
売
買
さ
れ
る
こ
と
は
、
幕
藩
制
の
制
度
の
根
幹
と
か
か
わ
る
問
題
で
も
あ

る
。
ひ
と
ま
ず
、
注
目
す
べ
き
吉
田
家
文
書
の
解
読
か
ら
解
明
に
着
手
し
よ
う
。

　
そ
の
前
に
桐
生
新
町
と
吉
田
家
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
桐
生
新

町
は
近
世
初
頭
上
野
国
の
東
部
桐
生
川
の
渓
口
集
落
地
の
久
方
村
・
荒
戸
村
の
一
部

を
割
い
て
新
設
さ
れ
た
在
郷
町
で
あ
る
。
養
蚕
・
生
糸
・
絹
織
業
の
集
散
地
と
し
て

成
立
、
そ
の
後
、
北
関
東
の
代
表
的
機
業
町
に
発
展
し
た
。
吉
田
家
は
絹
織
物
の
町

桐
生
の
典
型
的
町
人
の
織
屋
で
あ
る
。

　
①
は
矢
之
根
と
ぎ
御
用
達
の
株
と
打
物
御
用
達
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
。

①
株
式

　
　
　
矢
之
根
と
ぎ
御
用
達

　
　
　
　
　
当
時
勤
有
之
候
間
名
前
難
話
よ
し
被
申
候

右
者
於
蔵
前
高
五
拾
九
俵
　
拝
領
所
本
所
吉
良
屋
敷
跡

年
五
十
両
上
り

　
　
右
無
借
譲
金
六
百
五
拾
両

　
　
又

打ミ折
物
御
用
達

外
二
関
八
州
β
壱
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
　
下
坂
市
之
進
　
昨
年
死
去

右
於
蔵
前
高
三
拾
人
扶
持
　
拝
領
所
芝
口
脇
坂
様
表
御
門
前
角
屋
敷
但
シ
川
岸

附　
　
　
老
母
壱
人

　
七
十
八
歳

　
　
　
叔
母
壱
人
　
六
十
一
歳

　
　
右
者
老
母
之
方
三
人
扶
持
、
叔
母
二
二
人
扶
持
御
手
当
可
被
下
候

　
　
　
譲
金
千
弐
百
五
拾
両

右
之
二
株
頼
置
候
方
グ
今
朝
申
参
候
而
御
伺
申
上
候
、
先
便
申
上
候
通
思
召
之

方
早
々
懸
合
可
仕
候
間
、
貴
報
着
次
第
奉
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冬
照
拝

　
　
　
　
吉
田
様

　
　
　
　
　
　
貴
下

　
冒
頭
に
「
株
式
」
と
記
さ
れ
た
①
は
冬
照
な
る
人
物
が
吉
田
様
（
清
助
）
に
宛
て
、

物
件
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
冬
照
（
一
八
一
四
～
六
三
）
と
は
江
戸
在
住
の
国

学
者
橘
守
部
の
嗣
子
で
あ
る
。
吉
田
様
と
は
吉
田
清
助
の
こ
と
で
文
政
一
〇
年
二

八
二

八
）
守
部
に
入
門
、
以
降
、
桐
生
の
門
人
の
ま
と
め
役
と
し
て
社
中
の
結
成
か

ら
師
の
著
作
の
出
版
、
費
用
暮
ら
し
向
き
ま
で
援
助
の
手
を
差
し
の
べ
、
学
問
上
の

師
弟
関
係
を
越
え
、
家
族
間
の
つ
き
合
い
も
濃
密
で
あ
っ
た
。

　
北

関
東
桐
生
の
織
屋
と
し
て
成
功
を
収
め
た
吉
田
清
助
に
江
戸
の
武
家
株
の
購
入

を
も
ち
か
け
た
の
は
橘
守
部
・
冬
照
の
父
子
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
に
は
吉
田
家
の

後
継
問
題
と
関
係
が
あ
る
。
吉
田
清
助
家
の
家
族
構
成
は
、
主
の
清
助
は
寛
政
六
年

（
一
七
九

四
）
生
ま
れ
、
妻
さ
と
は
一
一
歳
違
い
の
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
生
ま

れ
で
あ
る
。
二
人
の
間
に
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
誕
生
の
長
女
い
と
、
文
政
一

一
年
（
一
八
二
八
）
出
生
の
長
男
元
次
郎
の
一
姫
二
太
郎
の
子
供
が
い
る
。
長
男
は

家
業
を
継
が
せ
る
に
し
て
、
長
女
の
将
来
を
ど
う
す
る
の
か
。
嫁
に
出
す
の
か
、
あ
わ

よ
く
ば
武
家
株
で
も
買
っ
て
婿
を
取
っ
て
、
取
り
引
き
そ
の
他
何
か
と
往
来
を
欠
か

148
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さ
な
い
江
戸
に
拠
点
を
つ
く
ろ
う
な
ど
と
い
う
野
望
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
冬
照

は
二
つ
の
株
を
紹
介
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
「
矢
の
根
と
ぎ
御
用
達
」
、
武

具
の
根
の
と
こ
ろ
を
研
ぐ
御
用
を
勤
め
る
家
の
株
式
で
「
当
時
勤
有
之
」
と
勤
役
中

な
の
で
名
前
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
問
題
の
株
の
も
つ
特
権
は
、
「
蔵

米
高
五
拾
九
俵
」
、
蔵
前
で
受
領
で
き
る
切
米
が
五
九
俵
で
あ
る
。
幕
府
か
ら
拝
領

し
て
い
る
地
所
が
本
所
吉
良
屋
敷
跡
に
あ
る
。
他
に
「
関
八
州
参
壱
ヶ
年
五
十
両
上

り
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
矢
の
根
と
ぎ
御
用
達
と
し
て
関
連
す
る
同
業
者
等
か
ら
一

種
の
冥
加
金
の
体
で
五
〇
両
の
上
納
金
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
株
の
売
買
値
段
は
「
無
借
譲
金
六
百
五
拾
両
」
で
あ
る
。
現
役
の
家
株
に
は

借
金
の
汚
れ

は
な
く
、
そ
の
ま
ま
の
六
五
〇
両
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
年
間
蔵

米
五
九

俵

（約
二
一
石
）
、
他
に
五
〇
両
の
余
禄
、
本
所
吉
良
屋
敷
跡
の
屋
敷
、
こ

の

家
職
を
世
襲
で
き
る
と
い
う
価
格
が
六
五
〇
両
と
い
う
の
で
あ
る
。
二
つ
目
は

「
打
物
御
用
達
」
の
昨
年
死
去
し
た
下
坂
市
之
進
家
の
株
式
で
あ
る
。
蔵
米
取
り
の

三
〇

人
扶
持

（年
間
的
五
二
・
五
石
）
、
拝
領
所
が
芝
ロ
の
播
磨
龍
野
藩
（
五
万
石

余
）
脇
坂
淡
路
守
の
上
屋
敷
門
前
の
三
角
屋
敷
に
あ
り
、
屋
敷
内
に
は
水
上
交
通
の

便
の
良
い
江
戸
城
の
堀
と
浜
御
殿
脇
か
ら
大
川
へ
抜
け
る
河
岸
が
つ
い
て
い
る
。
前

者
に
比
べ
る
と
一
段
と
身
入
り
良
い
株
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
条
件
が
あ
る
。

亡
く
な
っ
た
下
坂
市
之
進
の
七
八
歳
に
な
る
老
母
、
六
一
歳
の
叔
母
の
扶
養
で
あ
る
。

老
母
に
三
人
扶
持
（
一
日
一
升
五
合
）
、
叔
母
に
二
人
扶
持
（
一
日
一
升
）
の
手
当

て

を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
三
〇
人
扶
持
と
い
っ
て
も
実
際
は
二
五

人
扶
持

（
一
日
一
斗
二
升
五
合
、
年
間
約
四
三
・
七
石
余
）
の
蔵
米
取
り
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
老
母
、
叔
母
の
住
居
と
拝
領
屋
敷
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
、

ひ

と
つ
不
明
で
あ
る
。
譲
金
は
一
二
五
〇
両
、
前
者
の
二
倍
近
い
。
二
つ
の
物
件
を

紹
介
し
た
あ
と
、
冬
照
は
「
右
之
二
株
頼
置
候
方
よ
り
今
朝
申
参
候
二
付
、
御
伺
申

立

候
、
先
便
申
上
候
通
思
召
之
方
早
々
懸
合
可
仕
候
間
、
貴
報
着
次
第
奉
申
上
候
」

と
認
め
て
い
る
。
冬
照
の
趣
旨
は
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
二
株
は
あ
ら

か

じ
め
頼
ん
で
お
い
た
者
が
今
朝
持
っ
て
来
た
情
報
で
あ
る
。
先
便
に
申
し
上
げ
た
通

り
よ
ろ
し
い
方
を
早
々
か
け
合
い
ま
す
の
で
御
一
報
着
き
次
第
早
速
話
を
進
め
ま
す
。

　
年
月
日
の
記
載
が
な
い
の
で
い
つ
の
こ
と
か
断
定
は
難
し
い
が
、
吉
田
清
助
家
の

江
戸
武
家
株
取
得
が
話
題
に
な
る
と
す
れ
ば
、
娘
い
と
が
江
戸
浅
草
弁
天
山
の
橘
守

部
の
と
こ
ろ
へ
耳
の
治
療
と
行
儀
見
習
い
の
た
め
預
け
ら
れ
た
天
保
九
年
（
一
八
三

八
）
二
月
か
ら
天
保
＝
年
（
一
八
四
〇
）
一
〇
月
ま
で
が
ひ
と
つ
の
伏
線
に
な
る
。

そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
お
そ
ら
く
い
と
江
戸
守
部
邸
滞
在
の
後
半
、
即
ち

い

と
の
耳
の
治
療
が
一
段
落
し
た
天
保
一
〇
年
以
降
と
な
ろ
う
。
清
助
四
五
歳
、
妻

さ
と
三
四
歳
、
娘
い
と
一
五
歳
、
働
き
盛
り
の
夫
婦
が
娘
盛
り
の
将
来
を
案
じ
る
家

族
の
構
図
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

　
冬
照
は
二
五
歳
、
学
問
修
行
の
傍
ら
父
守
部
五
八
歳
の
言
い
つ
け
で
武
家
株
売
買

の
斡
旋
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
伊
勢
国
の
名
家
に
生
ま
れ
る
が
家
が
破
産
、
流
浪

の

辛
酸
を
嘗
め
、
よ
う
や
く
国
学
者
と
し
て
名
を
成
す
が
、
日
々
の
生
業
は
窮
迫
を

極

め
、
経
済
に
優
れ
た
門
人
た
ち
の
援
助
に
す
が
っ
て
生
き
る
守
部
は
学
者
で
あ
る

前
に
江
戸
の
生
活
者
で
あ
っ
た
。
景
気
の
兆
候
を
占
い
、
幕
政
の
機
微
を
嗅
ぎ
分
け

る
日
々
の
中
、
御
家
人
株
の
市
況
を
探
る
ぐ
ら
い
は
朝
飯
前
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し

て

も
末
端
と
は
い
え
江
戸
幕
府
の
組
織
を
構
成
す
る
家
臣
団
の
継
承
権
が
い
と
も
簡

単
に
売
買
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

　
次

に
②
の
文
書
を
見
て
み
よ
う
。

②一
、

　
無
借
財
二
而
家
職
相
譲
り
候
覚

生

涯
養
育
金
弐
千
弐
百
両
也
　
御
対
談
議
定
証
文
之
上
封
金

　
内
金
弐
百
両
者
養
子
方
二
預
り
置
、
右
為
利
足
養
父
生
涯
之
内
月
々
雑

　
　
用
金
弐
両
ツ
・
贈
り
可
給
候
、
養
父
相
果
候
ハ
・
、
為
記
念
金
養
子

　
　
方
江
進
可
申
候

借
財
養
子
方
二
而
引
請
候
覚
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一

、
金
千
五
百
両
者
　
諸
向
口
々
借
財
高
二
而
候
、
養
子
方
二
而
引
受
連
々
済
方

　
　
　
　
　
　
　
　

可
取
計
候

一

、
金
七
百
五
十
両
者
　
養
父
生
涯
之
養
育
手
当
金
也

　
　
　
　
内

　
　

金
三

百
両
者
　
　
　
養
子
相
談
整
候
節
為
取
替
議
定
之
上
御
渡
候
事

　
　

金
弐
百
五
拾
両
者
　
養
子
熟
談
之
節
封
金
致
置
願
済
之
節
御
渡
候
事

　
　

金
弐
百
両
者
　
　
　
養
子
熟
議
定
証
文
二
認
置
、
養
子
方
二
預
り
置
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
利
足
養
父
生
涯
之
内
月
々
雑
用
金
弐
両
ツ
・
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
給
候
、
養
父
相
果
候
ハ
・
養
子
江
為
記
念
金
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
可
申
事

右
両
様
仕
法
相
談
と
も
手
取
金
二
而
世
話
人
謝
礼
相
除
申
候
也

　

こ
の
文
書
は
具
体
的
に
家
株
を
特
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
売
主
の
家
の
生
涯
養

育
費
を
含
め
総
額
二
二
〇
〇
両
と
さ
れ
る
家
職
の
売
買
に
つ
い
て
二
つ
の
方
法
を
提

示
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
売
買
は
家
職
を
養
子
を
取
る
と
い
う
手
続
き
で
譲

る
形
式
を
採
っ
て
い
る
。

　
養
家
に
借
財
が
無
い
場
合
は
生
涯
養
育
金
二
二
〇
〇
両
の
現
金
を
双
方
対
談
の
上

議
定
証
文
を
取
り
交
わ
し
、
封
金
す
る
。
そ
の
内
二
〇
〇
両
は
養
子
方
（
買
主
）
が

預
か

り
養
父
（
売
主
）
が
死
ぬ
ま
で
こ
れ
を
元
手
に
運
用
し
、
利
息
と
し
て
毎
月
二

両
ず
つ
支
給
す
る
。
養
父
死
後
は
記
念
金
と
し
て
養
子
方
の
も
の
と
な
る
。
養
父
は

二
〇
〇
〇
両
の
現
金
を
手
に
入
れ
、
日
々
の
暮
ら
し
は
月
二
両
の
手
当
で
賄
お
う
と

す
る
。
や
や
虫
の
い
い
話
で
あ
る
。

　
次

は
借
財
を
養
子
方
で
引
き
受
け
る
場
合
で
あ
る
。
諸
向
口
々
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

と
借
財
が
一
五
〇
〇
両
も
養
父
（
売
主
）
方
に
残
っ
て
い
る
。
養
子
（
買
主
）
は
こ

の

巨
額
な
借
財
を
引
き
受
け
、
返
済
方
を
取
り
計
う
。
残
る
七
五
〇
両
が
養
父
の
こ

れ
か

ら
の
生
涯
の
養
育
の
手
当
金
と
な
る
が
、
そ
の
ま
ま
現
金
が
養
父
の
手
に
渡
る

わ

け
で
は
な
い
。
三
〇
〇
両
は
養
子
の
相
談
が
ま
と
ま
り
正
式
な
議
定
証
文
を
取
り

交
わ
し
た
あ
と
渡
さ
れ
る
。
二
五
〇
両
は
養
子
話
が
熟
談
と
な
っ
た
と
き
封
金
し
て

置
き
、
養
子
願
い
の
手
続
き
が
幕
府
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
あ
と
渡
さ
れ
る
。
も
う

二
〇

〇

両

は
①
の
文
書
に
も
あ
っ
た
養
子
方
が
預
か
り
運
用
し
て
養
父
の
死
去
す
る

ま
で
月
々
二
両
の
雑
用
金
を
支
給
す
る
た
め
の
元
手
で
あ
る
。
一
五
〇
〇
両
の
養
父

方
の
借
財
の
肩
代
わ
り
に
養
子
方
の
対
応
の
幅
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
二

〇
〇
両
の
大
金
で
あ
る
。

　
二
二

〇
〇
両
も
の
大
金
が
動
く
取
り
引
き
で
あ
る
の
で
、
株
譲
渡
の
手
続
き
は
複

雑
で
厳
正
で
あ
る
。
ま
ず
現
金
を
封
金
と
す
る
や
り
方
で
あ
る
。
株
の
売
買
は
究
極

は
養
子
縁
組
が
幕
府
の
公
認
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
。
そ
れ
ま

で

は
議
定
の
上
、
双
方
の
証
文
を
取
り
交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
契
約
は
文
書
の
上
で

は
成
り
立
つ
が
、
幕
府
が
認
め
な
け
れ
ば
無
効
の
反
故
に
な
る
。
無
借
財
の
二
二
〇

〇

両
は
す
べ
て
封
金
、
借
財
一
五
〇
〇
両
の
引
き
受
け
の
場
合
も
四
五
〇
両
は
封
金

扱
い
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
株
譲
渡
手
続
き
が
交
渉
か
ら
議
定
証
文
の
取
り
交
わ
し
、

養
子
縁
組
の
公
認
ま
で
成
文
化
さ
れ
、
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
江
戸
で
の

一
般
的
商
慣
行
の
ひ
と
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
二
様

の

株
譲
渡
に
は
但
し
書
き
が
な
さ
れ
て
お
り
、
「
右
両
様
仕
法
相
談
と
も
手
取
金
二
而

世
話
人
謝
礼
相
除
申
候
也
」
と
二
二
〇
〇
両
は
売
主
の
手
取
金
で
双
方
に
介
在
し
て

種
々
仲
介
の
労
を
と
っ
た
世
話
人
へ
の
謝
礼
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
総
額
の
何
割
か

が
手
数
料
と
し
て
世
話
人
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。
買
主
・
売
主
の
ど
ち
ら
が
出
す
の

か
不
明
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
負
担
も
馬
鹿
に
な
ら
な
い
。
ま
し
て
世
話

人
が
複
数
と
も
な
れ
ば
、
一
層
複
雑
で
出
費
も
嵩
む
こ
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
実
は
武

家
株
の
取
得
は
こ
れ
で
一
件
落
着
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
③
の
文
書
を
み
て
い
た
だ

き
た
い
。③一

、
千
五
百
両
也
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一

、
五
百
両
也

　

此
内
　
百
両
也

　
　
　
　

百
五
拾
両
也

　

〆
弐
百
五
拾
両
　
預
り
置
養
父
死
後
譲
渡
金
二
成

　
　

右
利
足
分
月
々
弐
両
ツ
・
養
父
生
涯
差
出
し

　
　
〆

　
　
一
、
金
　
　
　
　
家
督
願

　
　
一
、
金
　
　
　
　
家
督
済
名
前
書
改

　
　
一
、
金
　
　
　
　
養
子
披
露

　
　

〆
凡
五
拾
両
也

　
　
一
、
金
　
　
　
替
地
拝
領
地
面
願
出
し
二
付

　
　
一
、
金
　
　
　
　
願
済
礼
金
其
外

　
　
一
、
金
　
　
　
　
普
請
金
土
蔵
共

　
　
〆

　
　
一
、
金
　
　
　
　
衣
類

　
　
一
、
金
　
　
　
　
諸
道
具

　
　
〆

当
時
、
金
弐
百
五
拾
両

　
　
　

金
五
拾
両

　
披
露
其
外

　
　

〆
三
百
両

　

年
分
暮
ら
し
か
た

　

一

、
金

　

一

、
金
廿
四
両
　
養
父
方
へ

　

一

、
　
　
　
　
　
地
代
店
賃

　

一

、
　
　
　
　
　
衣
類

　
　
〆

年
々
入
金

　
　
　

　
一
、
　
　
　
　
　
現
米
四
十
五
石

　
　
　
　
一
、
　
　
　
　
　
勤
金

　
株
譲
渡
の
詳
細
を
メ
モ
し
た
も
の
で
お
そ
ら
く
実
際
に
購
入
し
た
と
き
ど
う
な
る

か

を
想
定
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
筆
跡
は
明
ら
か
に
吉
田
清
助
の
も
の
で
あ
る
。
一

五
〇

〇

両

（お
そ
ら
く
借
財
引
き
受
け
等
で
別
枠
で
調
達
）
と
養
父
生
涯
支
給
の
元

手
二
五
〇
両
を
含
む
五
〇
〇
両
に
二
分
さ
れ
る
。
月
々
二
両
を
生
み
出
す
二
五
〇
両

に
つ
づ
い
て
金
額
の
明
細
の
記
載
は
な
い
が
家
督
願
、
家
督
済
名
前
書
改
、
養
子
披

露

に
五
〇
両
か
か
る
と
算
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
他
の
必
要
経
費
と
し
て
拝
領

地
面
の

替
地
の
願
書
を
出
す
こ
と
、
願
い
済
し
の
あ
と
の
関
係
者
へ
の
礼
金
、
そ
し

て

土
蔵
等
の
普
請
、
ま
た
衣
類
、
諸
道
具
の
購
入
が
金
額
が
空
欄
の
ま
ま
摘
記
さ
れ

て

い

る
。
い
や
し
く
も
微
禄
と
は
い
え
将
軍
様
の
末
端
に
連
な
る
武
家
と
な
る
以
上
、

そ
れ
な
り
の
格
式
は
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
養
子
の
上
司
朋
輩
等
へ
の
披
露
、

屋
敷

に
は
土
蔵
な
ど
身
分
相
応
の
建
物
を
造
り
、
ま
た
武
家
の
格
式
に
の
っ
と
っ
た

衣
裳
、
道
具
類
の
持
ち
物
も
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
清
助
は
さ
し
あ
た
っ
て

必
要

な
雑
費
は
養
子
手
続
き
披
露
の
五
〇
両
と
普
請
、
衣
類
、
道
具
等
の
二
五
〇
両

の
三
〇

〇

両
と
踏
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
年
の
暮
ら
し
向
き
は
空
欄
の
生
活
費
の
他
に
養
父
へ
の
月
々
手
当
の
た
め
の
原

資
の
二
百
両
、
地
代
店
賃
、
衣
類
と
み
て
い
る
。
そ
し
て
問
題
の
年
々
入
金
と
し
て

現
米
四

五
俵

（
一
六
石
弱
）
と
勤
金
を
挙
げ
て
い
る
。
備
忘
の
走
り
書
き
の
メ
モ
で

あ
る
の
で
詳
細
は
判
明
し
難
い
が
、
二
〇
〇
〇
両
を
上
回
る
株
譲
渡
で
あ
る
の
で
一

時
は
清
助
も
そ
の
気
に
な
っ
た
の
か
、
内
々
の
腹
づ
も
り
の
た
め
種
々
プ
ラ
ス
、
マ

イ
ナ
ス
を
考
え
て
み
た
の
で
あ
ろ
う
。
在
郷
町
桐
生
の
一
織
屋
の
町
人
が
将
軍
の
御

膝
元
の
大
江
戸
の
武
家
に
な
ろ
う
な
ど
と
考
え
る
時
代
が
来
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
も
う
一
点
紹
介
し
よ
う
。
こ
れ
は
家
株
売
買
に
際
し
て
譲
渡
側
（
売
主
‖

養

父
）
の
家
に
つ
い
て
知
行
そ
の
他
収
入
と
家
柄
、
由
緒
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
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一

、
高
地
方
百
石
　
山
城
国
愛
宕
郡
田
中
村
之
内

一　

下

行
高
現
米
弐
千
百
四
拾
石
余
　
伊
勢
太
神
宮
迂
宮
二
付
被
下
之

　
　

高
三
百
五
拾
石
　
　
　
先
キ
ノ
迂
宮
6
七
ヶ
年
前
請
取

　
　

高
千
弐
百
九
拾
石
余
　
同
　
　
迂
宮
前
年
請
取

　
　

高
五
百
石
　
　
　
　
　
同
　
　
迂
宮
年
御
用
済
請
取

　
一
、
大
判
六
拾
枚
　
　
　
内
宮
外
宮
神
秘
御
細
工
二
請
取

一

、
家
督
之
儀
於
焼
火
間
若
年
寄
衆
御
出
座
被
仰
渡
候

一　
御
目
見
年
始
歳
暮
御
扇
子
献
上
五
節
句
八
朔
月
次
共

一　

御
白
書
院
　
立
御
　
御
奏
者
披
露

一　
国
名
家
督
済
直
二
改
名
致
候
家
格

一　

江
戸
御
城
内
　
御
宮
向
御
霊
屋
向
其
外
共
御
普
請
支
配
役
所
持
場
所
之
分

　

不
洩
相
勤
、
他
支
配
向
持
場
所
之
分
茂
其
筋
江
願
候
得
者
是
又
相
勤
申
候
、

　

御
用
済
御
褒
美
者
時
宜
二
応
し
銀
子
拝
領
焼
火
間
お
ゐ
て
若
年
寄
衆
被
仰

　

渡
候

一

、
遠
国
御
用
之
節
御
暇
拝
領
物
御
用
済
拝
領
物
共
於
焼
火
間
若
年
寄
衆
被

　

仰
渡
、
銀
子
拝
領
御
用
中
御
証
文
御
伝
馬
弐
疋
被
下
之
、
野
扶
持
十
四
人

　

扶
持
同
雑
用
金
二
両
宛
被
下
之

一

、
旅
中
井
非
常
之
節
帯
刀
致
し
候

一　

部
屋
住
見
習
勤
之
節
　
御
目
見
井
遠
国
御
用
御
手
当
都
而
父
同
様
之
事

一　
由
緒
之
儀
者
延
暦
二
壬
戌
年
　
禁
裏
御
造
営
二
付
金
物
調
進
致
候
二
付
お

　
　
た
き
郡
こ
お
ゐ
て
知
行
被
下
置
、
延
暦
四
甲
子
年
伊
勢
　
太
神
宮
迂
宮
御

　
　
式
礼
被
仰
出
候
二
付
神
秘
職
被
　
仰
付
候
、
已
後
私
家
二
限
大
神
秘
相
伝

　
　
相
勤
申
候

　
　
倫
旨
御
教
書
口
宣
数
通
頂
戴
仕
、
時
之
将
軍
御
朱
印
御
黒
印
頂
戴
仕
候
、

　
　
信
長
公
直
筆
井
秀
吉
公
御
代
前
田
徳
善
院
玄
為
下
知
状
数
通

一

、
御
当
代

　
　
御
初
代
様
グ
所
々
神
社
仏
閣
金
物
数
代
今
存
知
当
知
行
如
先
規
可
知
行
旨

之
御
下
知
板
倉
伊
賀
守
御
奉
書

旨
之
御
朱
印
頂
戴
仕
候

御
二
代
様
参
知
行
百
石
如
前
々
可
知
行

右
往
古
6
諸
書
物
只
今
以
不
残
所
持
仕
居
由
緒
書
御
改
之
節
書
出
し
申
候

　
家
名
は
明
ら
か
で
な
い
が
記
載
は
詳
細
で
あ
る
。
山
城
国
愛
宕
郡
田
中
村
の
内
の

一
〇

〇
石
を
地
方
知
行
し
て
い
る
。
伊
勢
太
神
宮
の
迂
宮
（
遷
年
）
に
際
し
現
米
二

一
四

〇

石
余
の
余
禄
が
あ
る
。
ま
た
、
大
判
六
〇
枚
を
内
宮
外
宮
神
秘
御
細
工
と
し

て

受
領
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
家
督
は
若
年
寄
出
座
の
上
、
江
戸
城
中
焼
火
間

で
仰
せ
渡
さ
れ
る
。
い
わ
ば
旗
本
と
同
格
の
扱
い
で
あ
る
。
御
目
見
職
で
あ
り
、
将

軍

と
献
上
・
拝
領
の
儀
礼
を
有
し
、
御
白
書
院
で
奏
者
番
立
会
の
下
で
披
露
さ
れ
る

と
い
う
家
柄
で
あ
る
。
由
緒
の
出
自
は
禁
裏
造
営
金
物
調
進
役
か
ら
伊
勢
太
神
宮
の

迂
宮
の
式
礼
の
神
秘
職
に
就
い
た
と
こ
ろ
か
ら
大
神
秘
相
伝
の
家
と
な
っ
た
と
こ
ろ

に

あ
る
。
幕
藩
制
下
に
あ
っ
て
は
江
戸
城
内
の
宮
向
、
御
霊
屋
向
の
御
普
請
に
関

わ
っ
て
家
職
を
世
襲
し
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
倫
旨
、
御
教
書
、

将
軍
朱
印
状
、
黒
印
状
を
頂
戴
し
、
信
長
の
直
筆
と
、
前
田
利
長
の
下
知
状
、
そ
し

て

初
代
、
二
代
の
将
軍
の
朱
印
状
を
所
持
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　
北

関
東
の
在
郷
町
桐
生
織
屋
吉
田
清
助
の
と
こ
ろ
に
前
の
①
～
③
に
加
え
て
こ
の

よ
う
な
一
種
の
由
緒
書
、
家
柄
書
の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
幕
末
の
江
戸

の
社
会
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
清
助
の
一
つ
の
検
討
材
料
と
し
て
橘

守
部
・
冬
照
父
子
あ
た
り
が
も
た
ら
し
た
武
家
株
譲
渡
の
情
報
で
あ
っ
た
。

●

武
家
株
売
買
の
社
会
的
背
景

封
建
的
身
分
制
度
に
厳
し
く
縛
ら
れ
、
身
分
間
の
移
動
な
ど
夢
想
だ
に
で
き
な
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
近
世
社
会
に
あ
っ
て
何
故
に
桐
生
の
一
町
人
吉
田
清
助
は
江
戸

の
武
家
株
を
取
得
し
よ
う
な
ど
と
思
い
立
っ
た
の
か
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
吉
田
家
の
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内
情
を
探
り
な
が
ら
、
一
九
世
紀
の
近
世
社
会
の
「
家
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

1
　
吉
田
家
の
系
譜
と
由
緒

　
吉
田
家
は
桐
生
新
町
の
町
家
で
あ
り
な
が
ら
吉
田
姓
を
借
称
し
て
い
る
。
か
つ
て

の
武
家
の

出
自
を
自
認
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
吉
田
家
に
は
清
助
の
嗣
子
清
蔵

（幼
名
元
次
郎
、
誰
有
年
）
が
ま
と
め
た
「
吉
田
家
歴
代
記
」
（
以
後
歴
代
記
と
略
す
）

が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
吉
田
氏
は
下
野
国
佐
野
荘
の
地
頭
佐
野
氏
（
秀
郷
流
藤
原

氏
）
を
主
筋
に
仕
え
た
武
士
で
あ
っ
た
。
佐
野
氏
は
戦
国
時
代
群
雄
割
拠
か
ら
統
一

に
向
か
う
な
か
上
杉
・
後
北
条
の
勢
力
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、
昌
綱
、
宗
綱
が
討
死

す
る
と
い
う
悲
運
に
見
舞
わ
れ
る
が
、
房
綱
が
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
秀
吉
と

結
び
佐
野
へ
復
帰
し
た
。
し
か
し
、
秀
吉
亡
き
後
徳
川
支
配
下
と
な
り
、
養
子
信
吉

が
改
易
さ
れ
、
主
家
は
断
絶
す
る
。
吉
田
家
は
有
親
の
代
主
家
佐
野
宗
綱
が
天
正
一

三
年
（
一
五
八
五
）
長
尾
顕
長
と
抗
争
・
討
死
、
家
臣
が
散
り
散
り
に
な
る
な
か
飛

駒
郷
馬
立
へ
退
去
・
浪
人
と
な
っ
た
。
天
正
一
八
年
天
徳
寺
殿
（
房
綱
）
が
佐
野
へ

復
帰
、
大
名
取
り
立
て
に
な
り
、
旧
臣
の
再
出
仕
を
図
っ
た
が
、
吉
田
有
親
は
こ
れ

に
従
わ
ず
、
飛
駒
郷
に
止
ま
っ
て
修
験
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
四
代
後
の
甚
兵
衛
寿

清
の
代
に
、
長
男
を
残
し
、
二
男
嘉
兵
衛
有
益
を
連
れ
て
桐
生
新
町
に
移
住
し
て
町

人

に
変
身
し
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
歴
代
記
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

天
正
年
中
佐
野
殿
没
落
ト
ナ
リ
有
親
ヨ
リ
我
（
甚
兵
衛
寿
清
）
二
至
リ
四
代
馬

立

ノ
郷
二
隠
住
ス
ル
ト
錐
モ
、
何
分
険
岨
ノ
山
間
ニ
シ
テ
耕
地
少
ク
農
業
ヲ
専

ラ
ト
ス
ル
寸
能
ハ
ズ
、
伍
テ
此
ノ
地
二
住
者
ハ
山
稼
ナ
ド
ヲ
常
ノ
業
ト
ナ
リ
、

カ
ヤ
ウ
ナ
ル
地
二
住
居
ス
ル
ト
モ
何
レ
ノ
時
二
至
リ
何
レ
ノ
目
当
ア
ラ
ン
ヤ
、

所
セ
ン
永
住
ナ
ス
ベ
キ
地
ニ
ア
ラ
ズ
ト
了
簡
ヲ
定
メ
、
又
夫
二
付
テ
モ
子
供
ノ

成
長
ヲ
ソ
待
居
タ
リ
、
扱
テ
男
子
両
人
有
ド
モ
ニ
男
ハ
分
テ
発
明
ナ
ル
生
質
ナ

レ
バ
是
ヲ
我
ガ
カ
ニ
ナ
サ
ン
ト
思
ヒ
定
メ
若
年
ノ
頃
ヨ
リ
柳
力
元
手
ヲ
与
ヒ
テ

商
之
道
ヲ
サ
セ
テ
心
見
ル
ニ
少
年
ニ
ハ
マ
レ
ナ
ル
仕
方
ア
リ
、
其
気
働
キ
大
人

モ

及
バ
ザ
ル
寸
毎
度
ア
リ
テ
末
頼
敷
ク
安
堵
喜
悦
ナ
セ
リ
、
然
ル
ニ
年
月
過
、

寛
文
十
一
辛
亥
年
正
月
二
至
リ
、
嘉
助
弐
拾
壱
才
ト
ナ
リ
シ
故
兼
テ
之
存
寄
ヲ

申
聞
セ
我
力
先
祖
ハ
武
門
タ
レ
バ
其
許
モ
武
家
二
志
シ
有
ヤ
、
又
ハ
商
人
ニ
ナ

ル

存
念
ヤ
ト
問
シ
ニ
嘉
助
答
日
乱
世
タ
ラ
バ
武
士
ニ
ナ
リ
テ
モ
其
働
功
二
寄
テ

立
身
ス
ル
事
ト
有
ド
モ
、
今
泰
平
之
御
代
ニ
テ
新
二
武
士
ニ
ナ
ル
ト
モ
立
身
ス

ル

者
千
人
一
二
人
ナ
ル
ベ
シ
治
世
ニ
ハ
商
人
ニ
ナ
ル
方
可
然
、
治
乱
共
安
心
也

ト
申
、
成
程
尤
至
極
ノ
了
簡
也
、
我
モ
其
如
ク
存
ジ
シ
ガ
其
許
ノ
了
簡
ヲ
聞
テ

我
所
存
ア
リ
、
夫
二
付
テ
モ
繁
昌
ノ
土
地
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
大
ナ
ル
商
法
ハ
立
カ

タ
カ
ル
ベ
シ
、
江
戸
ハ
第
一
ノ
繁
昌
地
ナ
レ
ト
モ
親
族
朋
友
二
遠
ク
離
ル
・
モ

本
意
ニ
ア
ラ
ズ
、
サ
レ
バ
近
キ
繁
地
ハ
桐
生
足
利
佐
野
等
也
、
何
レ
ノ
地
ガ
可

然

ト
談
セ
シ
ニ
桐
生
ハ
其
内
ニ
テ
道
法
モ
近
シ
、
殊
二
織
物
産
ス
ル
地
ナ
レ
バ

足
利
佐
野
ヨ
リ
モ
金
銭
出
入
モ
繁
ク
シ
テ
土
地
モ
栄
ヘ
リ
侃
テ
桐
生
へ
出
住
ナ
シ

　
長
い
引
用
と
な
っ
た
が
、
主
家
佐
野
氏
没
落
以
来
浪
人
し
飛
駒
馬
立
郷
に
隠
棲
、

徳

川
覇
権
の
天
下
泰
平
の
時
代
を
迎
え
、
吉
田
家
で
は
兵
農
分
離
の
厳
し
い
選
択
を

迫

ら
れ
た
。
吉
田
家
継
承
の
期
待
を
一
身
に
担
っ
た
の
が
甚
兵
衛
寿
清
の
二
男
嘉
助
、

の

ち
の
嘉
兵
衛
有
益
で
あ
っ
た
。
発
明
の
気
質
を
も
つ
嘉
助
少
年
は
元
来
た
道
の
武

士

に
戻
る
こ
と
な
く
商
人
に
な
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
近
地
に
し
て
養
蚕
、
絹

織
物
業
で
賑
わ
う
新
興
の
桐
生
新
町
へ
甚
兵
衛
・
嘉
兵
衛
親
子
で
移
住
し
た
と
い
う

の

で

あ
る
。
要
す
る
に
吉
田
家
は
か
つ
て
は
下
野
国
の
大
名
佐
野
氏
の
家
臣
の
武
士

で
あ
っ
た
。
桐
生
に
移
っ
て
か
ら
商
人
と
し
て
代
々
織
屋
そ
の
他
の
な
り
わ
い
を
し

て
き
た
が
先
祖
を
遡
れ
ば
武
士
で
あ
る
。

　
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
頃
、
武
家
株
を
取
得
し
て
武
士
に
変
身
し
よ
う
が
、

家
の
由
緒
や
系
譜
に
よ
れ
ば
家
柄
・
格
式
の
上
で
未
曾
有
の
一
大
椿
事
と
い
う
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。

　
吉
田
清
助
一
六
歳
の
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
、
か
つ
て
の
主
家
佐
野
氏
と
避
遁

す
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
歴
代
記
に
あ
る
。
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改
易
後
佐
野
氏
は
三
五
〇
〇
石
の
旗
本
に
取
り
立
て
ら
れ
、
江
戸
本
所
吉
岡
町
に

屋
敷
を
拝
領
し
、
佐
野
肥
前
守
義
行
を
名
乗
り
、
道
中
奉
行
を
勤
め
て
い
た
と
い
う
。

清
助
は
旧
臣
の
縁
で
同
族
の
源
左
衛
門
に
連
れ
ら
れ
、
年
礼
と
し
て
初
め
て
御
目
見

し
た
。
肥
前
守
は
遠
路
の
と
こ
ろ
よ
く
来
た
と
喜
悦
し
、
今
小
身
と
な
っ
た
が
昔
の

君
臣
の
縁
は
忘
れ
難
し
と
毎
年
年
礼
の
目
見
に
出
府
す
る
よ
う
御
紋
付
・
麻
上
下
一

具
ず
つ
拝
領
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
家
業
繁
多
に
取
り
紛
れ
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た

と
い
う
。
兵
農
分
離
の
断
行
、
武
家
と
百
姓
町
人
の
身
分
差
別
の
徹
底
が
近
世
の
イ

メ
ー
ジ
で
は
あ
る
が
、
現
実
は
か
つ
て
の
武
家
が
町
人
と
な
り
、
か
つ
て
の
主
家
を

訪
ね
往
来
す
る
と
い
う
近
し
い
と
こ
ろ
に
両
者
は
い
た
。

　
桐
生
新
町
の
町
人
吉
田
清
助
が
江
戸
で
武
家
株
を
取
得
し
よ
う
と
し
た
意
識
の
内

部

に
は
、
か
つ
て
先
祖
は
武
家
で
あ
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
推
測
で

き
る
。
近
世
社
会
に
あ
っ
て
は
武
士
が
城
下
の
み
な
ら
ず
在
郷
町
や
農
村
に
町
人
・

百
姓
が
混
在
し
、
身
分
間
の
移
動
が
容
易
で
あ
っ
た
中
世
が
残
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

2
　
吉
田
家
の
家
産
・
財
力

　
次

に
問
題
と
な
る
の
は
、
何
千
、
何
百
両
と
い
う
江
戸
の
武
家
株
を
買
お
う
と
す

る
財
力
・
家
産
で
あ
る
。
桐
生
移
住
か
ら
数
え
る
と
吉
田
家
の
初
代
甚
兵
衛
二
代
嘉

兵
衛

は
荒
物
商
を
開
き
成
功
、
質
屋
、
呉
服
太
物
、
絹
買
次
を
手
広
く
経
営
し
て
五

丁

目
に
家
産
を
築
い
た
。
そ
の
後
二
回
分
家
を
出
し
て
家
産
を
減
ら
す
が
、
四
代
忠

右
衛

門
の
代
に
二
筆
の
屋
敷
地
を
相
続
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
代
安
兵
衛
（
清
助

父
）
は
天
明
浅
間
山
の
噴
火
、
寛
政
改
革
の
緊
縮
政
策
の
余
波
を
受
け
て
倒
産
し
、

寛
政
三
年
（
一
七
九
二
）
屋
敷
を
売
っ
て
店
借
身
分
に
転
落
し
た
。
吉
田
清
助
は
安

兵
衛
の
二
男
、
父
が
先
祖
伝
来
の
家
産
を
失
っ
た
寛
政
三
年
に
は
未
だ
生
ま
れ
て
い

な
い
。
困
窮
時
の
寛
政
六
年
に
生
ま
れ
た
清
助
に
は
、
失
っ
た
家
産
を
取
り
戻
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
た
。
幼
時
か
ら
利
発
者
と
い
わ
れ
た
清
助
は
他
家
奉
公
人
と
な
っ
た

り
、
一
時
は
京
都
西
陣
で
修
行
す
る
な
ど
辛
酸
を
嘗
め
る
が
、
化
政
期
の
桐
生
の
好

況
を
見
越
し
て
絹
買
が
主
流
で
あ
る
な
か
、
本
格
的
織
屋
を
目
指
し
た
。
い
わ
ば
、

巨
大
消
費
地
江
戸
の
一
大
絹
織
物
市
場
の
拡
大
を
み
て
と
っ
た
吉
田
清
助
は
、
中
途

半
端
な
流
通
が
錯
綜
し
、
競
争
が
激
し
く
利
が
薄
い
従
来
の
絹
仲
買
業
か
ら
足
を
洗

い
、
製
造
業
織
屋
に
専
念
す
る
途
を
選
択
し
た
。

　
身
を
飾
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
絹
織
物
の
魅
力
に
取
り
懸
か
れ
た
人
々
の
多
様

化
し
た
消
費
の
要
求
に
応
え
る
べ
く
清
助
は
、
経
営
の
組
織
化
を
実
行
し
た
。
上
は

将
軍
・
大
名
か
ら
下
は
そ
の
日
暮
ら
し
の
庶
民
ま
で
が
衣
装
に
凝
る
消
費
文
化
の
時
代
が

来
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
流
行
あ
り
、
景
気
の
好
不
況
あ
り
で
読
み
間
違
え

れ
ば

破
産
の
憂
き
目
に
あ
う
。
清
助
は
内
機
（
家
内
に
織
機
を
置
き
、
奉
公
人
を
雇
っ

て

織
ら
せ
る
）
と
外
機
（
外
の
織
屋
に
発
注
す
る
）
の
二
本
立
て
の
経
営
を
行
っ
て
景
気

に
合
わ
せ
生
産
を
調
整
す
る
、
出
機
の
問
屋
制
家
内
工
業
と
新
規
の
製
品
を
生
み
出

す
技
術
革
新
を
進
め
る
内
機
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
と
の
組
み
合
わ
せ
を
採
用
し
た
。

　
そ

し
て
化
政
期
に
沸
々
と
し
て
興
っ
た
消
費
市
場
の
活
気
に
応
え
る
製
品
を
次
々

と
送
り
出
し
た
。
単
な
る
暑
寒
を
凌
ぐ
衣
料
か
ら
流
行
を
作
り
出
す
消
費
者
の
動
向

に
注
目
し
、
新
し
い
機
械
を
導
入
し
、
染
色
、
織
方
を
発
明
し
て
は
生
産
ラ
イ
ン
に

乗
せ
た
。
紋
天
ビ
ロ
ー
ド
、
御
召
縮
緬
の
創
始
者
と
し
て
吉
田
清
助
は
今
日
な
お
織

物
史
に
名
を
留
め
て
い
る
。
清
助
は
幕
藩
領
主
層
の
嗜
好
に
応
え
る
一
方
で
一
般
庶

民
層
の
大
量
消
費
へ
も
眼
を
向
け
た
。
か
く
し
て
吉
田
清
助
は
化
政
期
の
好
況
を
真

帆
に
受
け
て
面
白
い
よ
う
に
成
功
し
て
い
く
。
こ
の
間
の
成
長
を
数
字
の
上
で
図
表

に
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
第
一
表
は
店
借
へ
の
没
落
か
ら
奉
公
人
を
多
数
か
か
え
る
織
屋
へ
発
展
す
る

吉
田
家
の
身
分
・
家
族
構
成
の
変
遷
で
あ
る
。

　
第
二
表
は
吉
田
清
助
家
の
経
営
で
あ
る
。
文
政
三
年
（
一
入
二
〇
）
、
元
手
金
二

一
両
を
投
資
し
て
始
め
た
織
屋
は
翌
三
年
七
両
の
利
潤
を
あ
げ
て
か
ら
四
年
三
五
両
、

五
年
一
三
八
両
と
百
両
台
に
達
し
、
一
〇
年
に
は
一
三
一
二
両
と
千
両
台
に
飛
躍
し

て
、
一
一
年
に
は
一
六
九
八
両
と
い
う
驚
く
べ
き
数
字
を
記
録
し
た
。
同
様
に
内

機
・
出
機
数
、
奉
公
人
も
着
実
に
伸
ば
し
、
経
営
の
安
定
を
忘
れ
て
は
い
な
い
。
吉

田
清
助
の
前
半
生
は
立
身
出
世
の
長
者
謂
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
ま
で
は
江
戸
武
家
株
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表1　吉田清助の家族・奉公人 数字は年齢

年

文化3

　　4

　　5

　　6

　　7

　　8

　　9

　　10

　　11

　　13

　　14

　　15

文政2

　　5

6

7

8

9

10

11

天保2

3

4

5

6

7

嘉永2

身　分

五丁目文左衛門店借

　〃　文次郎店借

　ク　　　　　　　〃

四丁目

　〃

ク

〃

ク

ク

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ク

〃

五丁目源兵衛店借

ク

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ク

〃

〃

ク

〃

家族・奉公人

家主55、妻50、件17、停13（本人）

家主56、妻51、俸18、体14

家主57、妻52、俸19、俸15

家主20、父58、母53、弟16（本人）

家主21、父59、母54、弟17

家主22、妻17、父60、母55、弟18

家主23、妻17、娘2、父60、母56、弟19

家主24、妻18、娘3、父61、母57、弟20

家主25、妻19、娘3、父62、母58、弟21

家主27、妻21、娘5、父64、母60、弟23、下女29

家主28、妻22、娘6、父65、母61、弟24、下女25

家主29、妻23、娘7、父66、母62、弟25、下女21

家主30、妻24、娘8、父67、母63、弟26、下女21

家主33、妻27、娘11、父70、母66、弟29、下女18、下女21、下女24、下女19、下女15、

下女15、下女15

家主34、妻28、娘12、父71、母67、弟30、妻19、下女22、下女15、下女15、下女16、下男16、

下女20、下女20、下女26、下女46

家主35、妻29、娘13、父72、母68、弟31、妻20、下男16、下女23、下女20、下女20、下女26、

下女45、下女17、下女16

家主36、妻30、娘14、父73、母69、弟32、妻21、娘2、下男17、下女18、下女38、下女16、

下女36

家主33（本人）、妻22、娘3、父74、母70、甥4、下男18、下女17、下女18、下女37、下女40、

下女13、下女10

家主34、妻23、娘4、父75、母71、甥5、下男19、下女18、下女19、下女14、下女11、下女43、

下女18、下女14、下女19、下女15

家主35、妻24、娘5、体1、父76、母72、甥6、下男20、下女19、下女14、下女20、

下女19、下女12、下女18、下男40

家主38、妻27、娘8、俸4、下男23、下男27、下男21、下女17、下女17、下女16、下女15、

下女20、下女15、下女20、下女45、下女15、下女21

家主39、妻28、娘9、伴5、母77、下男21、下男28、下女27、下女20、下女45、下女15、

下女21、下女17、下女16、下女15、下女19、下女14

家主40、妻29、娘10、体6、母77、下男29、下女19、下女21、下女46、下女22、下女18、

下女17、下女15、下女19、下女14

家主41、妻30、娘11、件7、母78、下男30、下女20、下女22、下女47、下女23、下女19、

下女16、下女20、下女15、下女18

家主42、妻31、娘12、件8、母79、下男33、下女21、下女18、下女24、下女18、下女16、

下女16、下女14、下女20、下女53

家主43、妻32、娘13、俸9、母80、下男34、下男19、下男44、下女22、下女17、下女19、

下女17、下女15、下女16、下女20、下女15、下女12、下女54、下女43

家主56、妻45、俸22、聾31、娘26、孫7、孫3、下男56、35、57、18、16、22、13、下女20、

18、　19、　17、　16、　16、　19、　52、　22、　18、　12

注　桐生市立図書館蔵桐生新町宗門人別帳より作成
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表2　吉田清助家の経営

奉 公 人
年次（西暦） 利潤額 内機 出　機 木綿機

男 女 計

文政3（1820） 7両 2機 一 一 一

4 35 一 一 一

5 138 2 9→15 一 7人 7人

6 200 4 13→19 1人 8 9

7 237 1 7 8

8 704 15→18→20 1 4 5

9 979 1 6 7

10 1312 12→25 1 9 10

11 1698 2→3 17→39→16 2 7 9

12 1264 3 14→18→21 一 一 一

13
一 2→4→8 一 一 一

天保2（1831） 一 5→7 38→17→18 11→10→6 3 10 13

3
一 4→5 18→31→25 13 2 10 12

4
一

3 32 3 1 9 10

5
一

1 33 13→6 1 9 10

6
一

4 48 31 1 9 10

7
一

6 46→43→22 21→22 3 11 14

注：表2、3ともに高井浩「吉田清助秋主伝」（みやま文庫12「近代群馬の人々（2）」1963年）

　　を参考に作成。奉公人は宗門人別帳より。

4

表3　清助の経営と家族
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に
触
手
を
伸
ば
す
に
ふ
さ
わ
し
い
財
力
を
獲
得
し
た
か
に
み
え
る
。

3

桐
生
市
場
の
停
滞
と
株
取
得
の
変
更

　
化
政
期
う
な
ぎ
上
り
に
業
績
を
上
げ
て
一
躍
桐
生
有
数
の
織
屋
に
成
長
し
た
吉
田

清
助
で
は
あ
る
が
、
天
保
の
声
を
聞
く
や
一
転
し
て
急
激
な
不
況
に
見
舞
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
全
国
的
不
作
、
米
価
騰
貴
に
加
え
、
桐
生
を
襲
っ
た
の
は
原
料
の
生

糸
、
木
綿
の
高
値
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
決
め
手
は
大
消
費
都
市
江
戸
の
需
要
の
冷
え

で
あ
っ
た
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
桐
生
新
町
の
織
屋
四
〇
軒
が
休
業
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。
清
助
の
江
戸
武
家
株
取
得
は
「
機
屋
の
浮
沈
、
桐
生
の
地
の
盛
衰
」

と
重
く
関
わ
っ
て
進
展
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
間
の
内
情
を
知
る
江
戸
在

住
の
師
橘
守
部
が
門
人
清
助
（
秋
主
）
に
送
っ
た
書
簡
が
多
く
を
語
っ
て
く
れ
る
。

漸
涼
敷
凌
能
成
申
候
、
御
口
堂
御
揃
愈
御
清
康
二
為
度
多
祥
之
至
二
存
候
□
此

方
綜
君
娘
一
同
無
事
凌
候
間
御
安
慮
可
被
下
候
、
さ
て
当
年
照
過
候
か
少
々
之

難

而
已
口
之
口
口
も
穏
二
而
昨
日
二
百
廿
日
も
甚
能
温
二
而
最
早
豊
年
之
治
定

仕
候
、
如
此
而
者
貴
地
ノ
糸
者
高
直
二
候
共
末
頼
あ
る
へ
く
存
候
、
米
も
追
々

下

落
之
様
子
二
御
座
候
、
伊
勢
参
之
書
翰
を
見
候
へ
者
上
方
筋
綿
至
而
宜
き
由

候
得
者
木
綿
糸
者
落
直
可
仕
候
、
此
時
節
二
而
今
一
出
情
可
被
成
候
事
と
念
入

候
、
さ
て
先
達
而
ハ
噂
も
御
座
候
都
下
一
株
之
事
、
其
後
所
々
へ
頼
置
候
故
少
々

ツ
・
者
出
来
リ
候
へ
共
未
十
分
気
二
入
た
る
も
無
御
座
候
故
不
申
上
候
、
か
・

る
事
も
一
通
リ
ニ
而
者
愚
老
な
と
ハ
御
差
留
可
申
役
回
リ
ニ
者
候
へ
共
、
世
中
者

左
様
二
堅
き
斗
か
能
と
も
無
御
座
候
、
つ
ら
つ
ら
機
屋
之
浮
沈
、
桐
生
之
地
之

盛
衰
等
を
も
お
も
ひ
又
愚
老
久
敷
田
舎
住
い
た
し
候
而
再
ひ
引
移
候
所
、
都
下

之
自
由
、
江
戸
地
之
潔
く
同
し
世
の
中
を
経
候
二
も
ヶ
斗
相
違
す
る
も
の
か
と

我
身
こ
と
り
て
朝
夕
辱
く
御
座
候
故
何
卒
貴
君
様
二
も
其
御
身
斗
こ
も
無
之
子

供
衆
方
之
為
一
二
株
御
持
被
成
御
移
住
被
成
候
方
却
而
万
全
之
計
策
か
と
存

候
而
、
し
き
り
に
左
様
い
た
し
度
候
、
右
頼
置
候
方
グ
申
参
候
内
二
尾
州
御
用

之

株
御
座
候
、
是
者
横
山
町
糸
屋
又
兵
衛
こ
と
仁
右
衛
門
と
か
申
者
之
株
二
而

只
今
者
日
本
橋
辺
上
方
糸
問
屋
持
二
成
居
り
候
よ
し
、
此
店
男
世
帯
二
而
あ
る

し
な
き
故
甚
面
倒
か
り
ゆ
つ
り
度
よ
し
二
御
座
候
、
此
横
山
町
之
御
用
達
し
者

尾

州
様
惣
御
用
聞
之
頭
二
而
由
緒
あ
り
て
年
々
独
札
仕
御
詞
受
も
か
・
り
候
家

柄
之
よ
し
、
死
絶
候
二
付
其
問
屋
二
而
持
居
候
よ
し
、
ゆ
つ
り
金
甚
軽
く
軽
少

之

由
二
候
、
尤
此
事
者
春
の
比
承
居
候
得
共
其
節
者
只
此
株
を
以
御
惣
々
之
御

暮
し
安
楽
と
申
二
而
者
あ
る
ま
し
け
れ
ハ
家
産
之
株
を
と
存
候
故
、
聞
合
も
可

仕
候
、
し
か
し
上
方
店
二
而
面
倒
か
り
下
直
成
も
の
二
も
［
　
］
聞
合
候
哉
、

次
手
二
伺
置
候
、
馬
喰
町
之
名
主
者
明
白
二
而
承
候
所
、
是
も
草
分
名
主
二
而
至
而

世
話
の
な
き
名
主
の
よ
し
二
候
へ
共
馬
喰
町
四
丁
二
橋
本
町
迄
之
六
丁
を
持

九

ヶ
町
之
名
主
二
し
て
ハ
上
リ
金
少
く
有
之
候
、
株
金
弐
千
両
二
而
と
り
上
り

百
五
十
両
位
の
よ
し
こ
御
座
候
、
是
者
旧
来
主
人
を
不
勤
人
任
せ
こ
致
し
置
候

故

と
申
事
二
御
座
候
、
外
二
も
候
へ
共
十
分
二
［
　
］
石
揚
場
之
株
も
御
座
候

共
上
り
金
す
く
な
く
候
、
鎧
の
渡
の
株
年
々
九
十
両
と
り
金
に
て
手
持
二
い
た

し
候
時
者
百
三
十
五
両
二
成
候
よ
し
聞
合
置
候
得
共
未
タ
し
か
と
知
不
申
候

（後
略
）

　
国
学
者
橘
守
部
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
意
外
な
世
の
裏
経
済
が
語
ら
れ
て
い
る
。
幼

き
日
家
が
破
産
、
た
ず
き
（
活
計
）
を
求
め
て
放
浪
、
漸
々
江
戸
の
市
井
の
人
と
な
っ

た
苦
労
人
守
部
の
門
人
で
あ
り
、
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
清
助
へ
の
助
言
で
あ
っ
た
。

　
天
保
期
の
不
況
の
兆
候
を
述
べ
た
あ
と
守
部
は
「
都
下
一
株
」
の
話
題
を
持
ち
出

す
。
た
と
え
一
株
と
は
い
え
江
戸
の
武
家
株
を
か
っ
て
は
ど
う
か
な
ど
と
の
誘
い
は

国
学
者
風
情
が
持
ち
出
す
話
題
で
は
な
い
。
守
部
は
「
愚
老
な
と
ハ
御
差
留
可
申
役

廻

り
二
候
」
と
本
来
長
老
の
師
匠
で
あ
る
守
部
は
む
し
ろ
や
め
て
置
き
な
さ
い
と
留

め

る
の
が
当
た
り
前
な
の
で
す
が
と
謙
遜
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
世
中
者
左
様

二

堅
き
斗
が
能
と
も
無
御
座
候
」
、
世
の
中
と
い
う
も
の
は
堅
い
ば
か
り
が
い
い
と

は
限
り
ま
せ
ん
と
切
り
返
し
、
守
部
の
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
と
桐
生
の
将
来
、
そ
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し
て
織
屋
吉
田
清
助
の
今
後
は
い
か
に
す
べ
き
か
に
つ
い
て
卓
見
を
展
開
す
る
。
守

部
の
観
点
の
基
本
は
「
機
屋
の
浮
沈
、
桐
生
之
地
之
盛
衰
」
で
あ
る
。
機
屋
の
浮
き

沈
み
、
絹
織
物
業
に
将
来
は
あ
る
の
か
、
換
言
す
れ
ば
桐
生
の
地
の
盛
衰
、
機
業
町

桐
生
は
今
後
成
長
出
来
る
の
か
、
は
た
ま
た
衰
え
て
い
く
の
か
、
の
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
そ
れ
に
加
え
て
守
部
の
人
生
体
験
か
ら
来
る
吉
田
家
の
将
来
で
あ
る
。
守
部

は
思
わ
ず
述
懐
す
る
。
「
愚
老
久
敷
田
舎
住
い
た
し
候
而
再
ひ
引
移
候
所
、
都
下
之

自
由
、
江
戸
地
之
潔
く
同
し
世
の
中
を
経
候
二
も
ヶ
斗
相
違
す
る
も
の
か
と
我
身
二

と
り
て
辱
く
御
座
候
故
」
、
自
分
は
久
し
く
転
々
と
田
舎
住
ま
い
を
し
て
再
度
江
戸

に
引
き
移
っ
て
来
ま
し
た
が
、
大
都
市
江
戸
の
自
由
と
い
っ
た
ら
あ
り
ま
せ
ん
、
江

戸
の
地
の
潔
さ
と
来
た
ら
、
同
じ
世
の
中
に
こ
の
よ
う
に
田
舎
と
相
違
す
る
も
の
か

と
、
朝
夕
有
り
難
く
て
感
謝
し
て
い
る
の
で
す
と
江
戸
の
魅
力
は
「
都
下
之
自
由
」

こ
れ
で
す
と
断
言
し
て
い
る
。
当
然
、
清
助
に
も
清
助
の
家
族
・
子
供
た
ち
に
も
満

喫
さ
せ
た
い
と
「
何
卒
貴
君
様
こ
も
其
身
斗
二
も
無
之
子
供
衆
方
之
為
二
一
株
御
持

被
成
、
御
移
住
被
成
候
方
却
而
万
全
之
計
策
か
と
存
候
」
と
一
株
買
っ
て
お
持
ち
に

な
っ
て
江
戸
に
移
住
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て
吉
田
家
に
と
っ
て
将
来
万
全
の
策
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
好
不
況
に
左
右
さ
れ
、
先
の
不
安

が
高
ま
っ
て
来
た
桐
生
の
織
物
業
を
つ
づ
け
る
に
せ
よ
、
別
途
、
江
戸
の
武
家
株
を

買
っ
て
こ
れ
を
運
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
の
経
営
を
多
角
化
し
、
家
産
を
守
ろ
う

と
す
る
算
段
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
に
「
都
下
之
自
由
」
「
江
戸
地
之
潔
」
さ
が
手
に
入

る
の
で
あ
る
。

　
守
部
は
江
戸
の
株
探
し
を
依
頼
し
た
世
話
人
か
ら
の
情
報
を
次
々
と
挙
げ
る
、
ま

ず
、
尾
張
藩
の
御
用
株
で
あ
る
。
横
山
町
糸
屋
又
兵
衛
こ
と
仁
右
衛
門
な
る
者
が

持
っ
て
い
た
株
で
あ
る
。
今
は
上
方
糸
問
屋
持
ち
に
な
っ
て
お
り
、
尾
張
藩
惣
御
用

聞
の
頭
で
由
緒
も
あ
っ
て
殿
様
か
ら
直
接
声
が
か
か
る
程
の
家
柄
と
い
う
。
守
部
は

こ
れ
は
値
段
は
軽
少
で
家
産
の
一
部
と
な
る
が
、
こ
れ
で
相
応
の
暮
ら
し
が
出
来
て

安
楽
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
と
断
っ
て
い
る
。

　
次

は
馬
喰
町
四
丁
と
橋
本
町
辺
五
丁
の
九
ヶ
町
之
名
主
の
株
で
二
千
両
の
株
金
に

対
し
て
上
り
金
は
少
く
年
一
五
〇
両
位
、
旧
来
直
接
買
主
は
名
主
役
を
勤
め
ず
代
人

に
任
せ
る
。
他
に
石
揚
場
の
株
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
上
り
金
が
少
な
い
と
問
題

に
し
て
い
な
い
。

　
最
後

は
鎧
の
渡
の
株
で
あ
る
。
年
々
九
〇
両
の
と
り
金
で
手
持
ち
し
て
い
れ
ば
、

二
二
五
両
に
は
な
る
と
い
う
話
で
あ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ど
う
も
守
部
の
株

情
報

は
ひ
と
つ
不
確
か
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
江
戸
に
移
住
し
て
株
主
に
な
っ
て
そ

の

役
を
勤
め
る
と
い
う
よ
り
は
株
を
買
う
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
利
潤
を
生
み

出
そ
う
と
い
う
投
資
的
傾
向
が
強
い
。
い
わ
ば
現
在
の
株
投
資
の
先
を
行
く
も
の
で

あ
る
。
江
戸
に
も
う
ひ
と
つ
の
投
資
の
場
を
設
け
、
上
が
り
で
江
戸
で
の
自
由
な
暮

ら
し
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
守
部
に
と
っ
て
有

力
な
援
助
者
が
江
戸
者
と
な
っ
て
身
近
な
と
こ
ろ
に
来
住
す
る
こ
と
が
何
よ
り
た
よ

り
に
な
る
。

③

尾
張
藩
御
用
株
の
買
収

　
守
部
の
配
慮
の
内
で
あ
ろ
う
が
、
吉
田
清
助
は
い
た
っ
て
現
実
的
な
株
の
取
得
に

動
い
て
い
た
。
天
保
期
の
不
況
に
直
面
し
て
「
機
屋
之
浮
沈
、
桐
生
之
地
盛
衰
」
を

思
慮
っ
て
「
尾
張
藩
御
召
服
御
小
納
戸
御
用
」
株
に
特
定
し
て
の
大
投
資
で
あ
っ
た
。

吉
田
家
に
一
件
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
一
連
の
文
書
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
を
整
理

し
て
み
る
と
ひ
と
つ
は
御
小
納
戸
御
役
所
へ
の
株
譲
渡
の
願
書
類
で
あ
る
。
株
の
売

主

は
桐
生
近
在
新
宿
村
居
住
の
高
野
彦
兵
衛
で
あ
る
。
当
然
清
助
は
譲
り
受
け
（
・
。
貝

主
）
と
な
る
。
両
者
は
全
く
の
赤
の
他
人
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
兄
弟
と
な
っ
た
り
、

叔
父
・
甥
の
縁
者
を
偽
装
し
て
株
譲
渡
を
企
む
。
し
か
も
清
助
へ
交
代
の
理
由
が
「
家

名
相
続
之
儀
可
願
上
男
子
無
御
座
」
と
彦
兵
衛
に
男
子
が
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

が
、
株
譲
渡
の
正
念
場
に
な
る
と
栄
蔵
と
い
う
件
が
現
存
、
登
場
し
て
来
る
。
し
か

も
彦
兵
衛
側
に
萩
原
真
平
な
る
聾
が
突
如
現
れ
、
株
譲
渡
を
複
雑
な
も
の
に
す
る
。

　
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
二
月
一
〇
日
を
初
発
に
＝
月
ま
で
出
府
し
て
は
尾
張

158



高橋敏［在郷町桐生新町織屋吉田清助と株取得】・

藩
の
市
ヶ
谷
上
屋
敷
の
係
役
所
に
再
三
、
再
四
御
用
株
の
交
代
を
訴
え
て
い
る
。
初

め

は
高
野
彦
兵
衛
か
ら
吉
田
清
助
へ
の
単
純
な
勤
め
替
え
で
あ
っ
た
が
、
智
萩
原
真

平
が
加
わ
っ
て
高
野
彦
兵
衛
の
老
衰
に
よ
る
退
隠
、
跡
式
を
甥
の
吉
田
清
助
、
智
萩

原
真
平
の
両
人
に
御
用
仰
せ
付
け
て
下
さ
い
と
い
う
趣
旨
に
変
わ
っ
た
。
株
譲
渡
が

一
件
落
着
し
た
天
保
九
年
三
月
清
助
自
身
が
述
べ
た
「
口
演
」
が
あ
る
の
で
そ
の
間

の
推
移
を
語
っ
て
も
ら
お
う
。

口
演

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
儀
去
酉
年
十
二
月
七
日

尾
張
藩
御
　
召
服
御
小
納
戸
御
用
聞
被
仰
付
候
間
、
此
段
御
届
ヶ
申
上
候
、

尤
新
二
被
仰
付
候
義
二
者
無
御
座
全
躰
江
戸
表
高
野
彦
兵
衛
与
申
も
の
旧
来

御
用
聞
二
御
座
候
所
、
願
済
之
上
此
者
者
退
隠
仕
同
人
跡
御
用
聞
私
江
被
仰

付
候
儀
二
御
座
候
、
去
々
申
年
二
月
中
参
願
出
去
酉
年
四
月
十
二
日
預
御
召

出
先
暫
御
用
相
勤
試
可
申
旨
被
仰
付
、
追
々
少
々
宛
御
用
被
仰
出
候
二
付
御

用
無
御
差
支
相
勤
罷
在
候
所
、
十
二
月
七
日
御
召
出
有
之
、
御
小
納
戸
御
役

所
二
お
い
て
蒙
御
達
、
弥
以
被
仰
付
苗
字
名
前
等
御
書
替
被
下
候
而
則
御
達

シ
状
井
御
証
文
御
鑑
札
頂
戴
仕
、
猶
又
御
用
札
御
高
張
御
弓
張
御
長
持
御
筥

等
給
バ
リ
勿
論
御
用
聞
家
格
を
以
可
相
勤
旨
被
　
仰
付
候
、
右
二
付
為
念
御

届
ヶ
申
上
候
、
其
岡
早
速
御
届
可
仕
之
所
久
敷
病
中
故
乍
思
延
々
二
相
成
候
、

何
分
右
之
趣
宜
敷
御
承
知
被
下
置
候
様
願
上
候
、
以
上

　
天
保
九
戌

年
三
月
　
　

五
丁

目
清
助

　
天
保
七
年
二
月
か
ら
願
い
出
て
翌
八
年
四
月
一
二
日
に
市
ヶ
谷
藩
邸
に
呼
び
出
さ

れ
、
「
先
暫
御
用
相
勤
試
可
申
」
ま
ず
し
ば
ら
く
御
用
を
勤
め
て
試
し
て
み
た
ら
よ

い

と
い
わ
ば
御
用
見
習
が
認
め
ら
れ
た
。
前
任
者
の
高
野
彦
兵
衛
は
後
見
と
な
っ
て

役
を
完
全
に
退
い
て
い
な
い
。
試
用
期
間
が
終
わ
っ
て
苗
字
名
前
が
彦
兵
衛
か
ら
清

助
へ
書
き
替
え
ら
れ
晴
れ
て
御
墨
付
の
御
達
し
状
を
頂
戴
し
た
の
が
そ
の
年
一
二
月

七

日
で
あ
る
。
御
用
の
家
柄
の
権
威
を
誇
示
す
る
御
用
札
等
の
持
ち
物
も
手
に
入
れ

て

い

る
。
清
助
は
こ
こ
に
尾
張
藩
の
御
用
株
を
自
ら
の
も
の
に
し
た
感
が
あ
る
。
し

か

し
、
こ
と
は
そ
う
う
ま
く
は
い
か
な
か
っ
た
。
聾
萩
原
真
平
は
ど
う
納
得
し
た
の

だ

ろ
う
か
。
一
件
文
書
の
中
に
は
公
式
の
願
書
類
と
並
行
し
て
売
主
と
買
主
の
複
雑

な
や
り
と
り
を
金
銭
で
解
決
し
て
い
っ
た
証
拠
書
類
が
残
さ
れ
て
い
る
。
（
こ
の
間

の
詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
近
世
町
人
家
族
の
肖
像
」
〔
「
思
想
」
八
三
六
号
、

の

ち
『
家
族
と
子
供
の
江
戸
時
代
』
朝
日
新
聞
社
に
所
収
〕
）

　
売
主
高
野
彦
兵
衛
・
聾
萩
原
真
平
と
買
主
吉
田
清
助
の
話
し
合
い
が
つ
き
、
天
保

七

年
二
月
尾
張
藩
へ
最
終
の
願
書
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
智
萩
原
真
平
は
翌
八
年
三

月
単
独
で
吉
田
清
助
へ
の
交
代
の
願
書
を
提
出
、
後
押
し
し
て
い
る
。
か
く
し
て
天

保
八
年
四
月
一
二
日
清
助
の
御
用
株
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
い
よ
い
よ
こ

れ
か

ら
株
譲
渡
の
本
当
の
手
続
き
が
始
ま
る
。
翌
五
月
、
吉
田
清
助
は
高
野
彦
兵
衛

か
ら
「
譲
証
文
」
を
取
っ
て
い
る
。

　
　

譲
証
文
之
事

一

、
手
前
儀
深
川
上
大
嶋
町
住
居
仕
候
内
者

市
谷
　
御
屋
形
御
用
先
祖
よ
り
旧
来
相
勤
来
り
御
扶
持
頂
戴
仕
罷
在
候
所
病

身
二
相
成
候
二
付
、
御
用
相
引
療
養
仕
度
旨
願
出
候
処
文
化
十
二
亥
年
十
一

月
願
之
通
被
　
仰
付
御
用
相
休
罷
在
候
、
然
ル
ニ
近
年
漸
々
快
気
二
趣
候
而

昨
年
願
上
候
所
御
召
服
御
小
納
戸
御
用
達
二
被
　
仰
付
難
有
仕
合
二
奉
承
伏

則
相
勤
罷
在
候
、
然
ル
所
猶
又
近
頃
持
病
之
疽
癩
度
々
差
発
甚
以
心
配
仕
居

候
折
柄
幸
二
貴
殿
義
右

御
屋
形
呉
服
御
用
被
成
御
勤
度
旨
年
来
之
御
心
願
二
御
座
候
由
二
付
相
互
二

相
談
之
上
手
前
方
家
内
一
統
江
茂
篤
与
申
聞
一
同
承
知
之
上
手
前
事
ハ
退
隠

仕
跡
代
り
御
用
貴
殿
江
相
譲
申
度
趣
二
当
年
春
中
貴
殿
同
道
二
而
出
府
仕
願

出
候
所
御
聞
済
之
上
四
月
十
二
日
則
御
小
納
戸
於
御
殿
吉
野
伝
八
郎
様
よ
り

被
　
仰
付
御
同
意
難
有
仕
合
二
奉
存
候
、
依
之
手
前
家
二
所
持
致
し
来
り
候
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御
用
御
高
張
二
張
、
同
弓
張
二
帳
、
同
御
印
二
本
、
御
紋
付
御
用
札
、
同
御

通
箱
、
同
御
長
持
、
同
弓
張
壱
張
、
御
鑑
札
等
不
残
　
御
上
之
蒙
御
意
候

上
二
而
此
度
貴
殿
江
相
譲
渡
申
所
実
正
也
、
然
ル
上
者
御
大
切
二
御
所
持
被
成

御

用
御
差
支
無
之
様
御
精
々
被
成
出
精
長
久
二
御
勤
可
被
成
候
、
扱
右
為
御

謝
礼
金

四
十
五
両
也
御
恵
拶
被
下
今
般
恭
髄
二
受
納
致
し
候
　
然
ル
上
者
向

後
何
様
之
儀
御
座
候
と
も
金
談
之
義
決
而
申
出
間
敷
候
、
為
後
日
譲
証
文

伍
而
如
件

天
保
八
酉
年
五
月

桐
生
五
丁
目

　
吉
田
清
助
殿

当
時
在
新
宿

　
　
　
　
高
野
彦
兵
衛
⑳

　
縷
々
述
べ
ら
れ
て
き
た
き
れ
い
ご
と
の
経
緯
は
さ
て
お
き
、
要
は
天
保
八
年
四
月

十
二
日
御
用
の
見
習
い
の
試
用
と
は
い
え
目
鼻
が
つ
い
た
と
、
五
月
の
時
点
で
問
題

の
株
譲
渡
の
謝
礼
金
四
五
両
を
清
助
は
彦
兵
衛
に
支
払
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
金
四

五
両
の
領
収
と
「
然
ル
上
者
向
後
何
様
之
儀
御
座
候
と
も
金
談
之
義
決
而
申
出
間
敷
」
、

約
束
の
金
を
支
払
っ
た
以
上
今
後
ど
の
よ
う
な
事
情
が
生
じ
よ
う
と
も
金
の
事
は
一

切
無
心
し
ま
せ
ん
と
い
う
一
札
を
入
れ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
清
助
は
試
用

期
間
の
御
用
達
で
彦
兵
衛
が
ま
だ
後
見
に
あ
り
完
全
に
御
用
株
が
掌
中
と
は
な
ら
な

か

っ

た
五
月
の
時
点
で
約
束
の
謝
礼
金
四
五
両
全
額
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
た
め
彦
兵
衛
は
清
助
が
試
用
期
間
で
あ
ろ
う
こ
と
を
理
由
に
清
助
の
御

用
勤
め
に
介
入
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
い
る
。
見
習
い
か
ら
約
半
年
後
の
一
一
月
、

清
助
は
、
御
小
納
戸
役
所
に
上
納
品
の
代
料
に
つ
い
て
彦
兵
衛
が
勝
手
に
切
手
を
出

し
て
代
金
を
横
領
し
て
い
る
か
ら
彦
兵
衛
に
は
代
金
を
下
げ
渡
さ
な
い
よ
う
訴
え
て

い

る
。
し
た
た
か
な
彦
兵
衛
は
約
束
の
金
は
貰
っ
て
も
、
の
こ
っ
た
後
見
と
い
う
権

益
を
繰
り
出
し
て
は
イ
ヤ
ガ
ラ
セ
を
仕
掛
け
て
い
る
。
一
二
月
七
日
晴
れ
て
見
習
い

か

ら
解
放
さ
れ
正
式
の
御
用
を
命
じ
ら
れ
て
か
ら
も
彦
兵
衛
の
イ
ヤ
ガ
ラ
セ
は
続
き
、

翌
九

年
に
入
っ
て
も
清
助
は
度
々
御
小
納
戸
役
所
に
名
義
を
書
き
換
え
株
を
失
っ
た

彦
兵
衛
へ
代
金
を
渡
さ
な
い
よ
う
申
告
し
て
い
る
。

　
彦
兵
衛
の
狙
い
は
清
助
か
ら
も
っ
と
金
を
搾
り
取
る
こ
と
に
あ
る
。
彦
兵
衛
か
ら

完
全
に
手
を
引
か
せ
る
た
め
に
は
、
相
応
の
出
金
は
止
む
を
得
な
い
。
つ
い
に
天
保

九

年
四
月
、
清
助
は
「
最
早
此
度
誠
之
縁
切
と
思
召
」
し
て
三
〇
両
を
高
野
彦
兵
衛

と
俸
栄
蔵
に
渡
し
た
。
こ
れ
で
お
仕
舞
い
で
す
そ
、
怒
り
を
か
み
殺
す
清
助
、
卑
屈

な
お
世
辞
笑
い
し
な
が
ら
以
後
は
御
迷
惑
を
か
け
ま
せ
ん
と
三
〇
両
の
大
金
を
懐
手

に
す
る
彦
兵
衛
父
子
。
株
譲
渡
の
白
々
し
い
駆
け
引
き
の
場
が
彷
彿
し
て
来
る
。
し

か

し
事
は
こ
れ
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
聾
の
萩
原
真
平
の
登
場
で
あ
る
。

天

保
一
〇
年
五
月
、
業
を
煮
や
し
た
清
助
は
信
頼
の
お
け
る
知
己
の
立
合
の
下
で
真

平
に
二
五
両
を
支
払
い
清
助
本
人
と
立
合
人
二
人
と
そ
れ
ぞ
れ
一
札
を
取
っ
て
決
着

さ
せ
た
。
清
助
宛
の
一
札
を
引
用
す
る
。

　
　

差
入
申
一
札
之
事

一　
私
儀
近
頃
身
上
不
如
意
甚
難
渋
い
た
し
罷
在
二
付
申
旨
無
之
候
得
と
も
舅

彦
兵
衛
を
以
難
渋
之
趣
御
歎
申
入
候
処
是
迄
彦
兵
衛
親
子
へ
再
三
御
恵
拶
被

下
事
故
御
断
被
及
候
趣
誠
二
御
尤
二
存
候
、
然
ル
処
金
兵
衛
殿
茂
三
殿
御
深

切
二
御
立
入
被
下
再
応
御
嘆
申
入
呉
候
所
格
別
之
以
思
召
金
子
弐
拾
五
両
也

今
般
御
恵
拶
被
下
候
二
付
私
身
分
も
立
行
恭
仕
合
二
奉
存
候
、
然
ル
上
者
万

　
一
此
末
如
何
様
難
義
之
始
末
相
成
行
候
共
無
心
合
力
ヶ
間
敷
儀
者
不
及
申
不

寄
何
事
一
切
御
苦
労
相
掛
申
間
敷
候
、
若
此
末
当
人
心
得
違
之
事
共
有
之
節

　
ハ
加
判
之
者
引
請
貴
殿
江
少
茂
苦
難
相
掛
申
間
敷
候
、
為
後
日
之
差
入
申
一

札
防
而
如
件

　

天
保

十
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
生
新
宿

　
　
亥
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
八
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
人
　
真
　
平
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
形
紛
失
二
付
改
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新
町
五
丁
目

　
　
吉
田
清
助
殿

　
　
舅

　
　
証
人
　
彦
兵
衛
⑳

桐
生
大
屋
敷

　
立
合
人

　
金
兵
衛
⑳

江
戸
浅
草

　
同
　
　
　
茂
　
三
⑳

　
彦
兵
衛
親
子
が
正
規
の
謝
礼
金
四
五
両
を
満
額
受
取
り
な
が
ら
更
に
こ
れ
で
縁
切

り
ま
す
か
ら
と
三
〇
両
せ
し
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
度
は
聾
の
出
番
で
あ

る
。
あ
ら
か
じ
め
仕
組
ま
れ
た
好
計
の
臭
い
が
す
る
。
既
に
七
五
両
も
懐
に
し
な
が

ら
「
身
上
不
如
意
」
を
口
実
に
再
々
因
縁
を
つ
け
て
の
無
心
で
あ
っ
た
ろ
う
。
今
度
と

い
う
今
度
は
清
助
の
畏
友
田
村
梶
子
の
兄
金
兵
衛
と
橘
守
部
の
嗣
子
冬
照
こ
と
茂
三

が
立
合
人
と
し
て
仲
介
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
二
五
両
が
株
譲
渡
の
内
実
の
と
こ
ろ

で
の
最
後
の
決
着
金
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
で
清
助
は
株
の
売
り
主
側
に
一
〇
〇
両

支
払

わ
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
株
取
得
で
さ
ま
ざ
ま
な
特
権
を
持
つ
こ
と
に
は
な
っ

た
が
、
出
府
費
用
、
関
係
者
へ
の
謝
礼
を
含
め
れ
ば
相
当
の
出
費
、
投
資
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
株
譲
渡
に
は
本
来
的
に
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
や
す
い
闇

が
あ
る
。
何
よ
り
も
正
反
対
の
表
の
手
続
き
と
裏
の
取
引
き
が
共
存
し
、
交
渉
の
展

開
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
一
種
の
詐
欺
ま
が
い
の
世
界
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
は
融

通
無
碍
の
近
世
社
会
の
こ
と
、
双
方
の
利
害
の
落
ち
着
く
所
で
決
着
し
た
の
で
あ
る
。

④

吉
田
清
助
の
家
産
相
続

　
一
〇
〇
両
も
大
金
を
投
じ
て
足
か
け
四
年
も
か
け
て
尾
張
藩
御
用
株
を
手
に
入
れ

た
清
助
で
あ
る
が
家
政
の
状
況
は
火
の
車
で
あ
っ
た
。
清
助
の
父
安
兵
衛
が
破
産
、

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
隣
家
金
子
文
治
郎
に
三
年
季
で
譲
渡
し
た
先
祖
伝
来
の
五

丁
目
の
屋
敷
地
は
、
文
治
郎
が
商
売
不
如
意
と
な
っ
て
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
武

州
本
庄
宿
の
森
田
助
左
衛
門
に
売
り
渡
し
て
し
ま
う
。
安
兵
衛
が
文
治
郎
へ
譲
渡
し

た
と
き
七
八
両
で
あ
っ
た
の
が
森
田
助
左
衛
門
は
三
〇
〇
両
を
出
し
た
。

　
清
助
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
＝
月
、
こ
の
家
産
を
二
五
〇
両
で
取
り
戻
す

こ
と
に
成
功
す
る
。
と
こ
ろ
が
二
五
〇
両
中
一
〇
〇
両
が
調
達
で
き
ず
、
元
利
二

〇

両
を
借
金
と
し
て
買
い
戻
し
た
ば
か
り
の
家
屋
敷
を
担
保
に
し
た
質
地
証
文
を
森

田
助
左
衛
門
に
差
し
出
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
尾
張
の
御
用
株
を
め
ぐ
っ
て
高
野
彦

兵
衛
等
と
交
渉
中
の
時
期
と
一
致
す
る
。
買
収
時
の
三
〇
〇
両
か
ら
五
〇
両
下
げ
て

二
五

〇
両
で
譲
ろ
う
と
い
う
助
左
衛
門
の
好
意
に
応
え
る
に
し
て
も
、
清
助
は
金
策

に
苦
慮
し
て
い
た
。
化
政
期
の
好
況
か
ら
天
保
期
の
景
気
の
冷
え
は
頗
る
順
調
で
あ
つ

た
清
助
の
織
屋
の
経
営
に
曲
が
り
角
が
来
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
換
言
す
る
な
ら
、

そ
れ
故
に
こ
そ
尾
張
株
の
取
得
に
よ
る
経
営
の
安
定
が
図
ら
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
吉
田
清
助
の
家
産
に
つ
い
て
概
要
と
そ
の
相
続
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

た
か
に
つ
い
て
述
べ
て
本
稿
を
終
わ
り
た
い
。

　
頂
点
と
な
る
家
産
は
父
安
兵
衛
が
世
襲
し
た
五
丁
目
の
家
屋
敷
で
あ
る
。
寛
政
三

年
金
子
文
治
郎
へ
質
入
れ
さ
れ
た
ま
ま
、
文
政
三
年
武
州
本
庄
宿
の
森
田
助
左
衛
門

に

売
り
渡
さ
れ
、
よ
う
や
く
天
保
八
年
清
助
に
よ
っ
て
買
い
戻
さ
れ
た
五
丁
目
の
家

屋
敷
で
あ
ろ
う
。

桐
生
新
町
五
町
目
東
側
上
組
二
而
上
ヨ
リ
ニ
軒
目
之
屋
敷
壱
軒
前

　
　
屋
敷
　
　
八
畝
歩

　
　
上

田
　
　
二
拾
壱
歩

同
所
続
上
ヨ
リ
三
軒
目
之
屋
敷
壱
軒
前

本
歩
屋
敷
　
八
畝
歩

　
　
上

田
　
拾
八
歩
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右
之
歩
面
当
家
所
持
之
処
下
水
堀
ヲ
境
二
而
立
割
半
軒
前
下
之
方
ヲ
金
子

半
七
殿
方
江
無
金
二
而
譲
渡
遣
シ
候
也
、
当
家
所
持
ハ
堀
境
二
而
上
之
方
也

左
二

屋
敷
　
四
畝
歩

上

田
　
九
歩

　
天
保
八
年
二
五
〇
両
の
全
額
を
支
払
え
ず
、
一
〇
〇
両
の
借
金
を
し
て
買
っ
た
家

屋
敷

を
そ
の
ま
ま
担
保
に
し
て
処
理
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
〇
年
後
の
弘
化
四
年
二

八
四
七
）
織
屋
に
加
え
て
質
屋
を
開
業
す
る
が
そ
の
資
金
に
窮
し
て
か
、
武
州
忍
領

の

埼
玉
郡
埼
玉
村
の
半
兵
衛
か
ら
六
〇
〇
両
を
借
金
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
清
助
の

新
町
に
所
持
す
る
六
筆
の
家
屋
敷
が
質
地
と
し
て
担
保
と
な
っ
て
い
る
。
高
額
の
借

金
で
あ
る
が
清
助
の
家
産
は
先
祖
の
家
屋
敷
の
数
倍
に
及
ん
で
い
る
。

①
五
町
目
東
側
上
組
二
而

　
屋
敷
壱
軒
前
　
此
畝
歩
六
畝
六
歩
　
土
蔵
三
ヶ
所
建
家
と
も

②
右
同
断

　
同
　
壱
軒
半
前
　
此
畝
歩
壱
反
弐
畝
　
上
田
壱
畝
土
蔵
立
家
と
も

③
五
町
目
東
側
中
組
二
而

　
同
　
裏
半
軒
前
　
此
畝
歩
畑
壱
畝
九
分
　
田
三
畝
壱
歩
建
家
と
も

④
右
同
断

　

同
　
裏
半
軒
前
　
此
畝
歩
弐
拾
五
歩
　
上
田
四
畝
拾
弐
歩
立
家
と
も

⑤
五
町
目
西
側
中
組
二
而

　
同
　
壱
軒
前
　
此
畝
歩
弐
拾
八
歩
半
　
中
田
二
畝
拾
八
歩
下
田
弐
畝
拾
八
歩

　

建
家
と
も

⑥
横
町
北
側
上
組
二
而

　

同
　
壱
軒
前
　
此
畝
歩
七
畝
弐
拾
四
歩
　
間
口
六
間
余
奥
行
三
拾
七
間
半
建

　
家
と
も

①
～
⑥
の
う
ち
②
が
先
祖
屋
敷
地
で
あ
り
、
他
は
清
助
が
新
た
に
取
得
し
た
も
の

で

あ
る
。
天
保
期
の
厳
し
い
市
況
の
な
か
清
助
は
巧
み
に
経
営
を
こ
な
し
て
来
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
長
女
い
と
は
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
加
藤
安
兵
衛
と
結
婚

す
る
が
、
入
婿
で
あ
り
、
吉
田
姓
を
名
乗
り
、
清
助
の
片
腕
と
な
っ
た
。
吉
田
家
は

長
男
元
次
郎
と
婿
安
兵
衛
の
二
人
の
後
継
者
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
織

屋

は
尾
張
藩
御
用
達
の
看
板
が
加
わ
っ
て
清
助
・
安
兵
衛
と
い
う
桐
生
を
代
表
す
る

技
術
革
新
の
親
子
の
コ
ン
ビ
で
順
調
で
あ
る
。
残
る
は
元
次
郎
で
あ
る
。
弘
化
四
年

の

質
屋
の
開
業
は
手
堅
く
い
こ
う
と
す
る
清
助
の
万
全
の
策
で
い
ず
れ
は
長
男
に
つ

が
せ

る
つ
も
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
清
助
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
九
月
二
二
日
六
四
歳
の
波
乱
に
満
ち
た
が
幸
せ

な
生
涯
を
終
え
た
。
の
こ
さ
れ
た
家
産
が
ど
の
よ
う
に
分
割
相
続
さ
れ
た
か
。

　
二
年
後
の
ち
ょ
う
ど
三
回
忌
の
頃
か
当
主
と
な
っ
て
い
た
安
兵
衛
は
二
筆
の
家
屋

敷
を
元
次
郎
に
譲
渡
し
た
。

　
　

譲
渡
申
地
面
証
文
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

一

、
桐
生
新
町
五
町
目
東
側
二
而
我
等
所
持
之
下
屋
敷
壱
反
弐
畝
上
田
壱
畝
歩

合
壱
軒
半
前
今
般
古
券
相
添
其
許
江
相
譲
申
候
処
実
正
也
、
然
上
ハ
　
御
年

貢
諸
役
等
其
許
方
二
て
相
勤
所
持
可
被
致
候
、
此
地
面
二
付
親
類
縁
者
ハ
不

及
申
差
滞
申
者
無
之
候
、
万
一
異
乱
妨
申
者
有
之
候
ハ
・
何
方
迄
も
罷
出
早

速
持
明
其
許
江
苦
難
相
掛
申
間
敷
候
、
為
後
日
譲
渡
申
地
面
証
文
伍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桐
生
新
町
五
町
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地

面
譲
主
　
安
兵
衛
⑳

安
政

六
己
未
歳
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
　
市
兵
衛
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
七
後
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
　
　
き
く
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
　
　
武
右
衛
門
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
　
　
彦
兵
衛
⑳
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　　墓

　　兀
　　次

清郎
　　改
助

殿

（割
印
）図

前
書
畝
歩
相
違
無
之
二
付
奥
印
い
た
し
候
、

同同与年名
　　頭寄主

親
類
　
伝
之
助
⑳

同
　
　
嘉
兵
衛
⑳

以
上

長
沢
新
助
⑳

玉
上
甚
左
衛
門
⑳

　
　
四

郎
兵
衛
⑳

書
上
　
林
次
⑳

　
　
喜
左
衛
門
⑳

　
も
う
一
通
は
五
町
目
西
側
中
組
の
抱
屋
敷
一
畝
二
七
歩
（
こ
れ
は
一
畝
多
い
）
中

田
二
畝
一
八
歩
下
田
二
畝
一
八
歩
で
あ
る
。

　
婿
安
兵
衛
は
六
筆
中
二
筆
を
長
男
元
次
郎
に
譲
渡
し
た
。
そ
し
て
先
祖
地
と
も
い

う
べ
き
吉
田
家
ゆ
か
り
の
家
屋
敷
は
長
男
の
と
こ
ろ
へ
継
承
さ
れ
た
。

　
清
助
の
思
い
は
十
分
遂
げ
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
。
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〇
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Zaigo－cllo　Kilyu・shinmachi：AWeaver，　Yoshida　Seisuke　and　His

Purchase　of　Samtlmi　Stock

TAKAHASHI　Satoshi

In　the　study　of　near　modem　history，　the　understanding　of　the　class　system　has　long　been　innexible．

Acommon　view　was也at　there　was　Hgid　demarcadon　among　the　classes　of　waniors，　fa㎜ers，砿一

sans　and　tradesmen．　They　considered　it　impossible　to　change　in　social　standing，　particularly　be－

tween　waniors　and　famlers／to㎜smen　c皿ld　occur．

　　　However，　deeper　studies　of　family　history　as　a　result　of　advanced　studies　of　village　history　and

urban　history　have　gradually　cla㎡ied　the　fact廿om　the　historical　materials　that　indicate　the　mobility

between　dtκerent　social　standings．

　　　At　the　Ybshida　family，　a　weaver　in　a　zaigo－cho　Kiryu－shinmachi　in　Joshu（North　Kanto）that　the

paper　considers，　the　writer　found　several　pieces　of　documents　regarding　the　stock　trades　and　trans－

fer　by　samurai　families　in　Edo．

　　　Although　the　Ybshida　family　did　not　rise　to　the　status　of　warriors　by　acquiring　samurai　family

stocks，　these　histoHcal　matedals　give　us　very　impor㎞t　info㎜a60n　about血e　real　situadon　of　ex－

changes　of　samurai　family　stocks　that　were　already　on　the　market　in　the　poHtical　megalopolis　Edo．

　　　The　two　following　stocks　appeared　on　the　market：‘Yanonetogi　goyo－tashi”（Kuramaedori　59

bags　of　rice）for　the　price　of　650ηo　and“Orimono　goyo－tashi”（a　ration　for　30　persons）fbr　the

price　of　1250タッo．　There　were　detailed　arrangements　for　the　procedures　of　trades　and　transfer　in

which　a　great　deal　of　money　was　dealt　with，　and　measures　to　avoid　connicts　were　devised．　In　many

cases，　as　buyers　would　succeed　the　family　of　the　seller　as　an　adopted　son，　various　means　were　con－

trived　for　the　amount　and　payment　procedures，　depending　whether　sellers　had　debts　or　not，　or

whether　they　had　a　family　to　support　or　not．

　　　Furthermore，　it　is　surprising　that　the　title　of　the　samurai　family，　which　played　the　role　of　a　vas－

sal　of　the　Shogun　and　continued　to　exist　based　upon　heredity　with　a　pride　of　its　own　lineage，　was

traded　with　money　How　shollld　we　understand　the　situation　like　this？Wasn’t　it　the　case　that　shook

the　foundation　of　the　Tokugawa　Shogunate　system？

　　　The　real　situation　was　that　two　classes　existed：the　warriors，　who　su価ered　from　financial　d血一

cul6es　and　had　to　sell　their　status　as　samurai　inheHted　for　generadons　in　the　form　of　stocks　fbr　a

li亘ng，　and　townspeople　and血mlers，　who㎞ed　to　acquire　the仕adidonal　s伍加s　of　s㎜urai　by　reso仕一

ing　to　their血nancial　power，　namely，　money

　　To　know　about　the　real　conditions　of　social　classes　in　the　early　modem　times，　the　real　face　of

the　samurai　family　stock　trade　should　be　clar近ed　in　relation　to　the　understanding　of　the　Tokllgawa

Shogunate　system　as　a　whole．
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